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し

じ
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さ
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れ
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裏

返

る

玉

虫

金

ン

の

蛇

腹

曲

げ

眼

も

碧

き

玉

虫

の

界
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な

ら

ん
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の

糞

袈

裟

懸

け

に

親

鸞
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青

梅

雨
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り
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垣
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冬
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の

福
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は
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出

せ

り

蓮
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ふ
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膳

運
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雛

と
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を
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は

す

セ

ニ

ア

カ

ー

逃

げ

水

追

ヘ

ど

追

ひ

つ

け

ず

受

話

器

よ

り

入

院

の

日

を

春

か

な

し

春

燈

し

一

気

に

癌

の

本

読

め

り

お

百

度

の

こ

よ

り

売

る

人

着

ぶ

く

れ

て

祈

祷

師

の

春

の

障
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の

影

の

声

春

愁

の

解

け

て

安

堵

の

受

話
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置

く

梅

林

丸

太
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棒

の

二

人

席

海

苔

粗

朶

の

黒

の

艶

増

す

燧

灘

日

溜

り

に

又

も

ま

ど

ろ

む

孕

猫

次

ぎ

次

ぎ

と

増

え

薬

草

の

つ

く

し
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ぼ
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り
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日
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昭
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烏
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交
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の

い
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春

一

番

時
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る

句

読

点
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恋

男

の
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粧
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れ

て

交
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日

の
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ス

の
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転

手

古

布
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紋

を
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に
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て
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下
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リ
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の
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ル

フ

帽
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で

汽
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遍

路

春

麗
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ニ

ー

カ

ー

ま

で
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ア
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と
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て
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陸

の

島

姿
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す

寒

の

暁

海

苔

粗

朶
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拡
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燕
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内
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島

時
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船
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か

な
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風

吹

か

ば

船

足

軽

ろ

き

燧

灘

春

暁

や
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き

視

線

に

妣

の

在

今

は

昔

雛
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点

す

和
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燭

春

風

や

伊

予
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中

の
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京
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つ

む

ぐ

言
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葉
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鐸
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(

一
〇
九)
合
歓
木(

ネ
ム
ノ
キ)

八

木

紀

子

き
さ
が
た

象
潟
や
雨
に
せ

い

し

西
施
が
合
歓
の
花

松
尾

芭
蕉

何
時
も
の
事
で
す
が
ネ
ム
を
書
く
に
当
り「
合
歓
は
ど
こ
に
？
」

と
鉦
太
鼓
で
大
騒
ぎ
。
何
せ
幼
い
頃
、
一
度
二
階
の
窓
か
ら
茂
る
大

木
の
合
歓
の
花
を
見
て
驚
い
た
き
り
で
す
か
ら
…
不
思
議
な
事
に

次
々
と
見
つ
か
る
も
の
で
六
月
広
島
、
花
盛
り
の
合
歓
、
七
月
北
志

賀
高
原
は
花
に
程
遠
い
合
歓
木
と
言
っ
た
具
合
。

北
海
道
南
部
、
本
州
全
域
、
東
南
ア
ジ
ア
と
広
く
日
本
が
分
布
の

北
限
で
落
葉
喬
木
で
す
。
葉
は
多
数
の
羽
状
複
葉
で
夕
方
、
小
葉
が

閉
じ
垂
れ
る
頃
、
淡
い
紅
色
の
美
し
い
羽
毛
の
よ
う
な
無
数
の
雄
し

べ
を
持
つ
花
が
咲
き
、
朝
日
を
受
け
て
葉
が
再
び
開
く
頃
、
花
は
萎

れ
る
。
眠
り
の
木
よ
り
名
を
ね

む

の

き

合
歓
木(

万
葉
集
で
ネ
ブ)

。

マ
メ
科
の
変
わ
り
者
で
普
通
花
弁
が
蝶
形
花
に
対
し
、
緑
の
ネ
ム

の
花
は
合
弁
で
小
さ
く
目
立
た
ず
秋
立
つ
頃
、
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
に
似

た
豆
果
を
ぶ
ら
下
げ
て
成
熟
す
る
と
き
れ
い
な
淡
い
褐
色
の
楕
円
形

種
子
が
出
来
ま
す
。

木
は
き
め
荒
く
柔
軟
で
粘
り
強
く
屋
根
板
な
ど
の
材
料
。

樹
皮
を
生
薬
名
ご
う
か
ん
ひ

合
歓
皮
、
花
を
ご
う
か
ん
か

合
歓
花
と
呼
び
鎮
痛
・
鎮
静
・
利

尿
・
強
壮
・
駆
虫
薬
と
し
て
不
眠
、
打
撲
、
腰
痛
、
捻
挫
等
に
湿
布
、

浴
剤
、
漢
方
で
ご
う
か
ん
と
う

合
歓
湯
と
し
て
用
い
る
。
生
の
緑
葉
は
染
色
に
。
葉

を
焼
く
と
芳
香
あ
り
で
線
香
に
使
用
。
我
家
で
は
近
所
の
造
園
さ
ん

か
ら
頂
い
た
白
花
の
合
歓
が
健
在
で
す
。

小
児
科
医
院
を
開
き
早
や
20
数
年
の
月
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
ま
し
た
。
あ
る
日
、
医
院
で
ね

む

合
歓
と
言
う
女
の
子
の
名
を
見
て
尋

ね
ま
し
た
。
「
ど
な
た
が
お
名
前
を
つ
け
た
の
」
「
私
で
す
。
人
と
人

と
の
出
●合
い
が
歓
び
の
出
●合
い
で
あ
る
よ
う
に
…
」
と
、
故
あ
っ
て

母
と
子
と
で
育
っ
た
若
い
マ
マ
は
微
笑
ん
だ
。
丸
々
と
太
っ
た
か
わ

い
い
合
歓
ち
ゃ
ん
。
マ
マ
の
願
い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
。

荒
れ
地
に
も
強
い
大
木
の
合
歓
は
蹴
飛
ば
し
て
も
平
気
の
風
情
で

す
が
、
葉
は
手
の
指
の
よ
う
に
開
き
更
に
小
葉
が
分
か
れ
太
陽
の
恵

み
を
目
一
杯
受
け
仕
事
が
終
わ
る
夜
は
眠
り
、
花
と
交
代
。
木
の
持

つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
に
効
率
良
く
使
う
様
子
は
恰
か
も
弱
い
人
間
が

己
の
弱
さ
を
自
覚
し
無
理
せ
ず
大
事
に
生
活
し
丈
夫
で
長
持
長
生
き

の
姿
に
似
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
合
歓
木
は
賢
い
智
恵
者
の
美
人
風

情
な
の
か
も
…
。
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と
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鈴

の

奏

品

川

鈴

子

選

ぽ
っ
か
り
と
空
き
し
週
末
残
る
鴨

手
際
よ
く
雛
飾
る
娘
に
な
り
に
け
り

春
の
風
邪
言
葉
の
棘
が
抜
け
な
く
て

身
丈
ほ
ど
志
も
高
く
な
り
卒
業
す

枝

垂

梅

枝

先

地

ま

で

後

五

寸

猫

の

鈴

程

の

蕪

の

一

夜

漬

ゆ
う
も
あ
を
交
じ
え
法
話
の
初
大
師

春
耕
の
底
土
や
っ
と
陽
を
見
た
り

梅
の
鉢
値
切
り
上
手
に
抱
え
ら
れ

春
淡
し
「
ピ
ー
コ
の
墓
」
と
黒
き
文
字

探

梅

や

終

着

駅

に

野

の

香

り

雛

あ

ら

れ

男

病

室

配

膳

に

流

氷

に

一

湾

を

開

け

渡

し

け

り

湿

原

の

低

き

場

所

よ

り

鶴

帰

る

防
風
掘
る
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ら
さ
ら
砂
の
砂
金
め
く

山

寺

の

巻

き

雛

古

ぶ

涅

槃

の

図

躾

糸

抜

か

れ

し

ご

と

く

卒

業

す

愛

媛

愛

媛

京

都

愛

知

香

川
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森
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佐
々
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市
川
十
二
代

辻

雅
子

陽

炎

へ
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く

て

遠

き

隣

組

寄
書
に
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書
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卒
業
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梅
の
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の
見
得
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反
り
加
減

筆

ぐ

せ

を

又

直
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月

尽
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芽
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く
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子
の
背
丈
抜
き
で
て
卒
業
歌

大

漁

や
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雪

の
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に

糶
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初
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つ
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つ
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す
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涅

槃
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も
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恩
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逝
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ザ
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エ
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堂

へ
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の

坂

春
近
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姉
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ゃ
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と
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ぶ
ホ
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ピ
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器
械
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群
れ
る
鳩
首
を
ち
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て
日
向
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こ

日
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の
伸
ぶ
湖
面
に
揺
れ
る
鴨
の
群
れ

撮

影

は

な

ら

じ

と

京

の

白

障

子

裸
木
の
大
き
な
こ
ぶ
に
雨
あ
ら
れ

兵

庫

大

阪

兵

庫

兵

庫

古
林
田
鶴
子

弓
場

赤
松

水
野

弘

谷
口

蔦
子



芽

柳

の

し

だ

れ

も

軽

き

映

画

村

ち
ゃ
ん
ば
ら
横
町
古
き
旅
籠
に
風
花
す

着
膨
れ
て
バ
ス
を
降
り
立
つ
草
千
里

踏
み
し
め
る
高
千
穂
渓
谷
春
隣
り

卒

園

の

先

生

に

書

く

孫

の
ふ

み

手
紙

涅
槃
西
風
忌
明
け
の
あ

ね

義
姉
の
唄
聞
こ
ゆ

介
護
五
の
母
も
贈
ら
る
雛
あ
ら
れ

ぎ
ん
ね
ず
の
春
の
雨
ふ
る
誓
子
墓

反

戦

の

祈

り

昂

ぶ

る

受

難

週

時

計

台

刻

々

き

ざ

む

卒

業

期

十

七

の

娘

に

も

言

ひ

分

茨

の

芽

先
代
の
一
目
惚
れ
談
木
の
芽
味
噌

陽

炎

や

恋

は

半

分

つ

く

り

ご

と

母
の
手
を
ほ
ど
き
駆
け
寄
る
つ
く
し
ん
ぼ

糶
待
ち
の
鮑
反
り
身
に
フ
ラ
メ
ン
コ

新

横

綱

迎

ふ

寺

町

梅

盛

り

大

楠

へ

交

々

に

鳥

来

て

雨

水

梅

の

園

嬰

の

視

線

は

鳩

を

追

ふ

袖
広
げ
す
く
と
立
ち
た
る
稚
児
雛

定
位
置
を
貰
ひ
て
伸
び
る
名
草
の
芽

春
泥
を
跳
び
て
試
験
に
受
か
り
し
日

大

阪

兵

庫

香

川

大

阪

兵

庫

早
川

周
三

岡

有
志

大
谷
ゆ
か
り

野
口
喜
久
子

岩
崎
可
代
子

客

寄

せ

の

桜

満

開

百

貨

店

切

り

爪

に

少

し

残

り

し

春

の

土

夕

東

風

の

洗

濯

物

は

生

乾

き

税
申
告
い
く
ら
戻
る
と
妻
は
問
ふ

誘
わ
れ
て
農
具
市
行
き
義
父
不
在

赤
セ
ー
タ
ー
を
選
る
還
暦
を
賜
わ
り
て

新

雪

に

子

連

れ

狸

の

跡

残

す

そ

ゝ

く

さ

と

立

話

切

る

寒

波

急

雪

道

の

帰

途

に

見

出

す

吾

の

跡

ぬ
た饅

好

き

の

少

々

早

き

分

葱

抜

く

庭

園

の

跨

ぐ

小

流

れ

水

草

生

ふ

耕
し
て
土
に
還
ら
ぬ
も
の
出
で
来

忌
ご
も
り
に
花
と
な
り
た
る
蕗
の
薹

フ
ィ
ヨ
ル
ド
は
霧
の
動
き
に
見
え
隠
れ

旅

長

し

新

月

何

時

し

か

満

月

に

ア

ホ

ウ

ド

リ

南

海

の

空

悠

々

と

自
信
な
き
沖
釣
に
出
て
鯛
か
ゝ
る

小

鉢

蘭

立

春

に

な

お

色

褪

せ

ず

薄

氷

の

神

水

を

汲

む

老

夫

婦

孫

遠

し

せ

め

て

蛤

す

ま

し

汁

春

寒

や

京

の

豆

屋

の

梁

高

き

兵

庫

ト

ロ

ン

ト

埼

玉

佐
方

敏
明

恩
塚

典
子

岡
田

章
子

小
田

知
人

片
渕

清
子

中
村

和
江



手
際
よ
く
雛
飾
る
娘
に
な
り
に
け
り

年
森

恭
子

幼
い
頃
か
ら
親
子
で
一
緒
に
雛
飾
り
を
し
た
の
で
、
今
で
は
さ

っ
さ
と
率
先
し
て
飾
れ
る
程
に
成
長
し
た
。

我
が
子
の
手
順
の
良
さ
に
目
を
ほ
そ
め
、
満
悦
し
な
が
ら
見
守

る
母
親
。
親
を
鏡
と
し
て
い
つ
の
ま
に
か
家
庭
的
な
娘
に
な
っ
て

い
た
。
こ
れ
こ
そ
育
て
甲
斐
。

猫
の
鈴
程
の
蕪
の
一
夜
漬

佐
々
木
ス
ガ
子

蕪
の
浅
漬
け
は
美
味
し
い
も
の
、
ま
し
て
ま
だ
若
い
う
ち
に
抜

い
て
初
物
を
食
べ
る
の
は
贅
沢
。

大
き
さ
の
比
喩
が
的
確
で
可
愛
ら
し
い
。
猫
の
い
る
暮
ら
し
の

温
か
さ
も
感
じ
ら
れ
る
。

梅
の
鉢
値
切
り
上
手
に
抱
え
ら
れ

中
崎

敞
子

鉢
植
え
の
梅
を
買
っ
て
抱
え
る
と
、
改
め
て
ず
っ
し
り
満
足
感

に
浸
れ
る
。
そ
れ
と
言
う
の
も
買
い
手
の
駆
け
引
き
の
巧
み
さ
で
、

意
外
な
安
値
と
な
り
、
誰
も
が
羨
む
程
の
良
い
買
得
品
だ
か
ら
。

防
風
堀
る
さ
ら
さ
ら
砂
の
砂
金
め
く

市
川
十
二
代

歳
時
記
で
の
防
風
は
浜
防
風
の
こ
と
。
海
辺
の
砂
地
に
張
り
つ

く
よ
う
に
生
え
て
い
る
。
セ
リ
科
の
多
年
草
で
根
は
太
く
長
い
。

砂
を
か
き
分
け
て
掘
り
出
し
、
食
用
・
薬
用
に
す
る
。
春
先
の
新

芽
、
若
葉
は
軟
ら
か
で
刺
身
の
つ
ま
、
酢
の
物
に
し
て
、
そ
の
独

特
の
香
り
、
辛
味
を
楽
し
む
。
春
の
海
辺
の
楽
し
み
事
。
砂
金
め

く
と
は
、
と
て
も
き
れ
い
な
砂
浜
な
の
で
し
ょ
う
。
春
の
日
差
し

を
受
け
、
き
ら
き
ら
さ
ら
さ
ら
と
海
砂
の
感
触
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

（
以
下
略
）

巻
頭
三
句

品

川

鈴

子

評

四
句
～
十
五
句

市

橋

章

子

〃

＊
選
句
は
全
て

品
川

鈴
子

秀

鈴

記


